
インパクトレポーティング（2022年4⽉〜2023年3⽉）
適格事業 ICMA事業カテゴリー レポーティング項⽬ 開⽰情報

①5G関連投資 エネルギー効率化 ■5G基地局設置数 ■約30,000局（2023年3⽉末時点）

②FTTH関連投資 エネルギー効率化 ■契約者（⼾）数 ■2,358万契約（2023年3⽉末時点）

③IOWN構想の実現に向けた研究開発 エネルギー効率化 ■研究開発対象事業の⽬指す効果についての説明
■研究開発の進捗状況と実現⾒込みのサービス、製品事例紹介 ■別添

④ ⾼効率かつ省電⼒を実現するデータセンター エネルギー効率化 ■CO2排出量（t-CO2） ■該当なし

⑤ グリーンビルディング グリーンビルディング
■グリーンビルディングの物件名、取得認証レベルと取得・再取得
時期
■CO2排出量（t-CO2）

⑥ 再⽣可能エネルギー 再⽣可能エネルギー
■発電容量/発電量実績（GWh）
■CO2排出削減量（t-CO2）

■発電実績︓186GWh(参考︓設備容量 36万KW）
■CO2排出削減量 87,097tons-Co2

 （建設中のものを除く）



【別添】

IOWN構想の具現化やさまざまな産業への技術の展開・課題解決などの取り組みを推進しました。

IOWN構想の具現化に向けた研究開発
■APN IOWN1.0の提供開始とともに、今後の展開を公表しました。

■IOWN2.0以降の早期提供に向けて、新たな半導体部品や、ソフトウェアの開発・提供を進めました。引き続き、本構想の⽬標達成および、その早期実現に向けて取り組んでいきます。

IOWNのオープンイノベーション
■世界のさまざまな企業・団体とユースケースを議論し、必要となる技術、フレームワーク、アーキテクチャの開発を進めることで、新たなコミュニケーション基盤としてのIOWNの実現をめざしています。
■IOWNがめざす世界、およびそのイノベーションに賛同した世界の主要なICT企業などが参加するIOWN Global Forumのメンバー数は、117組織まで拡⼤しました。（2023年3⽉末時点）


